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（ ）の付いているものは、元の字がはっきりしていないもの。

古代には、ア行の「い・え」と、ワ行の「ゐ・ゑ」の発音が区別されていたため、

それに対応する仮名があった。

ゐ・ゑ／ヰ・ヱ
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伊
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江

エ
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加

カ
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キ
久
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介

ケ
己

コ

散
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天
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奈
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二
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奴

ヌ
祢

ネ
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ハ
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ヒ
不

フ
部
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保

ホ

万

マ
三

ミ
牟

ム
女
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毛
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ユ

与

ヨ

良

ラ
利

リ
流

ル
礼

レ
呂

ロ

和

ワ
井

ヰ

恵

ヱ
乎

ヲ

（尓）

ン

平仮
が

名
な

の起こり

片
かた

仮名の起こり

日本の文字文化　　万葉仮名


